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研究成果の概要（和文）：ニューロメジンU（NmU）－/－と対照の野生型マウス（WT）とに網膜下線維瘢痕化を
誘導すると、NmU KOで網膜下線維瘢痕化が促進された。WTににおいて眼内にNmUを投与により濃度依存性に網膜
下線維瘢痕化が抑制された。WT腹腔由来マクロファージと、NmU+/+、NmU受容体1（NmUR1）－/－、またはNmUR 
2－/－RPEを共培養し、NmUまたは基剤刺激によるRPEのEMTマーカーα-SMAの発現を免疫染色法で調べた。NmUは
α-SMAの発現はすべてのRPEで抑制された。NmUは網膜下線維瘢痕化制御に関与するが、NmUR1、NmUR2とは別の受
容体を介している可能性がある。

研究成果の概要（英文）：In murine experimental chorodail neovascularization model, development of 
subretinal fibrosis was decreased in the eyes of Neuromedin U (NmU)－/－ mice compared to that of 
NmU+/+ mice. The volume of subretinal fibrosis was significantly inhibited by intravitreous 
administration of NmU in a dose dependent manner. Expression of α-smooth muscle actin (SMA), which 
is a marker for epithelial mesenchymal transition (EMT), was examined on NmU+/+, NmU receptor (R) 
1－/－, or NmUR2－/－ retinal pigment epithelium (RPE) cells during co-culture with activated 
peritoneal macrophages (PEM) with or without intravitreous administration of NmU by 
immunohistochemistry. Expression of α- SMA was inhibited by NmU administration on all of NmU+/+, 
NmUR 1－/－, and NmUR2－/－ RPE cells during co-culture with activated PEMs. Thus, these results 
suggest that NmU play a suppressive role in the development of subretinal fibrosis through 
activation of unknown receptors other than NmUR1 and NmUR2.

研究分野： 眼炎症
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研究成果の学術的意義や社会的意義
加齢黄斑変性(AMD)は欧米において中途失明原因第1位の疾患であり、わが国でも急激な高齢化に伴い罹患者数も
増加の一途を辿っている。AMDにおける視力低下の約9割が視機能に重要な黄斑部に脈絡膜血管新生（CNV）、続
いて起こる網膜下線維瘢痕化により視力障害が不可逆となる。CNVに対して血管内皮増殖因子（VEGF）を標的と
した薬剤が開発され、保険適応となり、有効である。しかし、抗VEGF療法後に網膜下線維瘢痕化が増悪する報告
があり、網膜下線維瘢痕化の治療法の開発が急務となっているが、未だ実用化されていない。本研究結果から
NmUの網膜下線維瘢痕化抑制機構の解明が新規治療法開発につながる可能性がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
加齢黄斑変性(age-related macular degeneration：AMD)は欧米において中途失明原因第 1 位の
疾患であり、わが国でも急激な高齢化に伴い罹患者数も増加の一途を辿っている。AMD におけ
る視力低下の約 9 割が視機能に重要な黄斑部に脈絡膜血管新生（choroidal 
neovascularization：CNV）が生じ、CNV から二次的に生じる網膜下線維瘢痕化により視力障
害が不可逆となる。CNV に対して血管内皮増殖因子（vascular endothelial growth factor A：
VEGFA）を標的とした薬剤が開発され、保険適応となり、有効である。しかし、抗 VEGFA 療
法後に網膜下線維瘢痕化が増悪するとの報告もあり、網膜下線維瘢痕化に対する治療法の開発
が急務となっている。網膜下線維瘢痕化に対する治療として、抗 PDGF-BB 中和抗体の臨床治
験が治療効果不十分のため中止となるなど、未だ実用化されていない。 
本研究で着目している代謝制御因子ニューロメジン U（Neuromedin U: NmU）は、摂食抑

制、エネルギー代謝亢進作用、骨代謝亢進作用だけでなく、Th2 サイトカインとして炎症に関
わる作用があることが明らかにされている。我々のグループでの実験的ぶどう膜炎モデルにお
ける NmU 欠損マウスの解析により、NmU がぶどう膜炎発症に関与する Th1 反応を抑制する
ことで、ぶどう膜炎抑制的に作用することを見出している（投稿準備中）。その制御機構とし
て、NmU の受容体が網膜色素上皮細胞（retinal pigment epithelial cells: RPE）に発現している
ことから NmU による RPE の活性化がこの制御機構に関与している可能性がある。 
 
２．研究の目的 
本研究では、NmU の RPE を介した免疫抑制機構を網膜下線維瘢痕化抑制機構の解明を中心
に、ニューロメジン U と網膜下線維瘢痕化の病態との関連を明らかにし、新たな炎症制御機構
による網膜下線維瘢痕化の診断、治療への臨床応用への礎を築くことである。 
 
３．研究の方法 
①NmU の網膜下線維瘢痕化の役割についての解析 
(1) NmU の実験的脈絡膜新生血管（CNV）モデルにおける作用についての解析（in vivo） 
1. 正常マウス眼における NmUR1, NmUR2 の免疫染色を行った。 
2. 野生型マウスを用いて CNV 誘導直後に眼内に NmU を投与し、CNV 誘導後 day 14 に網膜

下線維化について網膜下線維瘢痕化（コラーゲン type 1 陽性）の体積を比較した。 
3. NmU KO と対照マウスに CNV をそれぞれ誘導した後、day 14 の網膜下線維瘢痕化の体積

を比較した。 
4. NmU KO と対照マウスに CNV をそれぞれ誘導した後、day 7 の CNV（レクチン B4 陽性）

の体積を比較した。 
(2) NmU による眼局所の炎症制御機構の解明（in vitro） 
1.  野生型マウスの腹腔からチオグリコレートで誘導した活性化マクロファージを調整した。

調整した活性化マクロファージを WT 由来の網膜色素上皮細胞（RPE）と共培養し、NmU
または基剤の刺激により、RPE における EMT マーカーである α-SMA の発現変化について
免疫染色法で調べた。 

2. NmUR1 または NmUR2 遺伝子欠損マウス由来 RPE と共培養し、α-SMA の発現変化につい
て免疫染色法で調べた。 

3. WT と NmU KO のマウスを用いて脈絡膜新生血管モデルにおいて眼内に浸潤した細胞分画
を、フローサイトメトリーを用いて解析し、CNV 誘導後 3 日目の ILC2 の経時変化を調べ
た。 
 

②  IL-6 の網膜下線維瘢痕化おける役割についての解析。 
(1) 手術で摘出したヒト脈絡膜血管新生板の薄切標本を用いて IL-6 の発現を免疫染色法で解析

した。 
(2) IL-6 の網膜下線維瘢痕化モデルにおける作用についての解析（in vivo） 
1. 手術で摘出したヒト脈絡膜血管新生板の薄切標本を用いてIL-6の発現を免疫染色法で解析

した。 
2. 野生型マウスに網膜下線維瘢痕化モデルを誘導し、IL-6受容体中和抗体、またはIL-6の

siRNAを眼内に投与し、コントロール抗体、siRNA投与群とday 7の網膜下線維瘢痕化（コ
ラーゲンtype 1陽性）の体積を比較した。 

3. IL-6欠損マウスまたは野生型マウス由来の腹腔からチオグリコレートで誘導した活性化マ
クロファージを調整した。レーザーにてCNV誘導後に調整した活性化マクロファージを眼
内に移植し網膜下瘢痕化を誘導し、誘導後7日目の網膜下瘢痕化の体積を測定し比較した。 

 



③ 眼内悪性リンパ腫診断における硝子体切除液セルブロックによる悪性細胞検出成績につい
て解析した。対象は2001年1月～2016年3月に九州大学病院眼科で硝子体手術を施行した39
例43眼の眼内悪性リンパ腫患者である。セルブロック法でリンパ腫細胞を検出できない条
件に付いて多変量解析を用いて診療録を基に後ろ向きに調べた。 

 
④  制御性サイトカイン IL-35 の硝子体網膜リンパ腫（VRL）の生命予後予測因子の可能性につ
いての解析。 
2008 年 1 月～2016 年 4 月に九州大学病院眼科で硝子体手術を施行した VRL 群 22 眼、内因性
ぶどう膜炎（EU）群 24 眼、対照（C）群 20 眼の、手術時に採取した硝子体液中 IL-2, IL-10, 
IL-12p40, IL-12p70, IL-19, IL-20, IL-22, IL-26, IL-27p28, IL-28, IL-29, IL-35 の濃度を Multiplex 
Luminex® assay で測定した。VRL 群の平均観察期間は 48.7 か月、脱落は 5 眼であった。VRL
群を各サイトカインの濃度の中央値で 2 群に分け、網膜下浸潤病変の有無、脳病変の有無、全
死亡率（overall survival: OS）、無増悪生存期間、中枢神経病変の発症率など、臨床像との関連
を調べた。全生存率（OS）の比較は Kaplan-Meier 法により生存曲線を作成し，log-rank 検定
を行った。 
 
４．研究成果 
① (1)  
1. マウス正常眼において NmUR1、NmUR2（黄色）
とも RPE に局在していた（図 1、未発表）。 

2. CNV 誘導後 day 14 に網膜下線維化が NmU の眼
内投与により濃度依存性に網膜下線維瘢痕化が抑
制された（図 2、未発表）。 

3. 網膜下線維瘢痕化は NmU KO で対照マウスと比べ
有意に増加していた。 
(2) 1. NmU により RPE における α-SMA の発現は抑
制された。 
2. NmUR1またはNmUR2遺伝子欠損マウス由来RPE
と共培養したが、α-SMA の発現変化に α-SMA の発現
は抑制された。 
3. NmU KO のマウス脈絡膜新生血管モデルにおいて
眼内に浸潤した細胞を解析し、ILC2、の経時変化を調

べたが、検出できなかった。 
これらの結果から、NmU には RPE の EMT を抑制する作用があり、その抑制作用は NmUR1、
NmUR2 とは別の受容体を介している可能性が示唆された。 
 
② 1. ヒト標本を免疫染色すると IL-6 の発現が網膜

色素上皮細胞（黄色矢印）と間質の炎症細胞
（赤色矢頭）にみられた（図 3）。 

2. マウス網膜下線維瘢痕化モデルにおいて IL-6 受
容体中和抗体の眼内投与により、網膜下線維瘢痕
化が抑制された。 

3. また、RNA 干渉法で si-IL-6 の眼内投与により、
IL-6 の遺伝子発現が濃度依存性に抑制され、網膜
下線維瘢痕化が抑制された（図 4）。 

4. RPE または間質炎症細胞（主にマクロファー
ジ）のどちら由来の IL-6 が病態に重要かを調べ
た。IL-6 欠損腹腔内マクロファージを用いた網
膜下線維瘢痕
化誘導能は野
生型腹腔内マ
クロファージ
と比し有意に

低下していた（図 5）。 
これらの結果からマクロファージ由来の IL-6 の発現が網膜下

線維瘢痕化に重要な働きがあることがわかった .（Sato K, 
Takeda A, et al., Immunol. Med., 2018）。 
 



 
③ 眼内悪性リンパ腫診断における硝子体切除液セルブロックによる悪性細胞検出成績につい

て解析し、セルブロック法でリンパ腫細胞を検出できない条件に付いて多変量解析を用い
て後ろ向きに調べた。多変量解析に用いた交絡因子は年齢、性別、硝子体切除時の白内障
手術併用、硝子体混濁の重症度（SUN 分
類でグレード 3 以上）、IL-10/IL-6 比 1 未
満、網脈絡膜病変、ステロイド全身投与
の 7 因子である。セルブロック由来薄切
標本では 43 眼中 33 眼（76.7％）で検出
可能であり、31 眼で B 細胞マーカー、2
眼で T 細胞マーカー陽性の異型リンパ球
がみられた。性・年齢調整において硝子
体切除時の白内障手術併用、網脈絡膜病
変によりセルブロックによる悪性細胞検
出が有意に低下した（p = 0.02、p = 0.04）。多変量解析後も同様の結果となった。これら
の結果から眼内悪性リンパ腫において、硝子体切除時の白内障手術併用または網脈絡膜病
変がみられた症例では、硝子体切除液セルブロックからの悪性細胞検出が悪くなる可能性
が示唆された（Ito T, Takeda A, et al., 2019）。 
 

④ VRL 群では IL-10、IL-22 の濃度が EU 及び C 群よりも有意に高かった。IL-35、sIL-2Rαの
濃度が VRL 及び EU 群で C 群よりも有意に高かった。次に VRL 群を各々の制御性サイト
カイン濃度の中央値で 2 群に分け、年齢、性
別、全死亡率（overall survival: OS）、無増悪
生存期間、中枢神経病変の発症率など、臨床
像と関連について調べた。IL-35 の濃度が高
い群では低い群と比し、OS が低く、とくに
初発時に眼内病変のあるリンパ腫では有意に
低かった（図 6）。他のサイトカインでは差
がなかった。IL-35 には炎症を抑制する働き
のある制御性 T リンパ球の分化、増殖を促進
する報告がある。これらの結果から IL-35 に
より増殖誘導された制御性 T リンパ球が抗腫
瘍免疫を抑えることで腫瘍細胞の生存、増殖を助け、病態を悪化させる可能性が示唆され
た。臨床的には、治療開始前に眼原発の VRL 患者由来の硝子体液中 IL-35 を測定すること
が初期治療から治療を強化するなどの診断方針の決定に利用できる可能性が考えられた。
また、また、IL-35 とそれに関連する因子が VRL の新規治療標的となる可能性が考えられ
た（Takeda A, et al., Sci Rep., 2020）。現在、さらに興味深い因子について硝子体網膜リン
パ腫との関連について研究を進めている。 
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10.1080/09114300.2018.1451609

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Interleukin-6 plays a crucial role in the development of subretinal fibrosis in a mouse model

Immunological Medicine 23～29

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 １．著者名  ４．巻
Sato Kota、Takeda Atsunobu、Hasegawa Eiichi、Jo Young-Joon、Arima Mitsuru、Oshima Yuji、Ryoji
Yanai、Nakazawa Toru、Yuzawa Mitsuko、Nakashizuka Hiroyuki、Shimada Hiroyuki、Kimura Kazuhiro、
Ishibashi Tatsuro、Sonoda Koh-Hei

41

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
手術相談室 胃悪性リンパ腫の脈絡膜転移を疑う症例に対する網脈絡膜生検.

眼科手術 243-248

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
3.今井　尚徳、永田　健児、加瀬　諭、武田　篤信、楠原　仙太郎 32

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Acute Retinal Necrosis and Progressive Outer Retinal Necrosis.

Retina Atlas, Inflammatory and Infectious Ocular Disorders. 215-220

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Takeda A, Arima M, Ishikawa K, Hasegawa E, Murakami Y, Sonoda KH. 1

 １．著者名



2018年

2018年

2018年

2020年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

10.3389/fimmu.2020.01431

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
New Insights Into Immunological Therapy for Retinal Disorders

Frontiers in Immunology 1431

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Takeda Atsunobu、Yanai Ryoji、Murakami Yusuke、Arima Mitsuru、Sonoda Koh-Hei 11

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
網膜剥離を伴ったサイトメガロウイルス網膜炎の6症例

あたらしい眼科 1567～1570

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
武田　篤信 35

 １．著者名

10.5152/eurjrheum.2017.17068

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Long-term efficacy of infliximab treatment and the predictors of treatment outcomes in patients
with refractory uveitis associated with Beh&ccedil;et’s disease.

Eur J Rheumatol. 9～15

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Ueda S, Akahoshi M, Takeda A*, Inoue Y, Omoto A, Ayano M, Kimoto Y, Mitoma H, Arinobu Y, Niiro
H, Tsukamoto H, Horiuchi T, Hikita SI, Fukuhara T, Ishibashi T, Sonoda KH, Akashi K.

5
 １．著者名

10.1007/s10384-018-0587-4

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Crucial role of P2X7 receptor for effector T cell activation in experimental autoimmune uveitis

Japanese Journal of Ophthalmology 398～406

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Takeda A、Yamada H、Hasegawa E、Arima M、Notomi S、Myojin S、Yoshimura T、Hisatomi T、Enaida
H、Yanai R、Kimura K、Ishibashi T、Sonoda KH

62
 １．著者名



2020年

2020年

2020年

〔学会発表〕　計20件（うち招待講演　3件／うち国際学会　5件）

2019年

 ２．発表標題

ARVO 2019（国際学会）

Yamana S, Hasegawa E, Takeda A, Yawata N, Sonoda KH.
 １．発表者名

 ４．発表年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

Long term outcomes of infliximab in patients with Behcet’s disease-related uveitis.

 ３．学会等名

10.1167/iovs.61.11.30

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Changes of Serum Inflammatory Molecules and Their Relationships with Visual Function in
Retinitis Pigmentosa

Investigative Opthalmology & Visual Science 30

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 １．著者名  ４．巻
Okita Ayako、Murakami Yusuke、Shimokawa Shotaro、Funatsu Jun、Fujiwara Kohta、Nakatake Shunji、
Koyanagi Yoshito、Akiyama Masato、Takeda Atsunobu、Hisatomi Toshio、Ikeda Yasuhiro、Sonoda Koh-
Hei

61

10.1371/journal.pone.0233464

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Variants in IL23R-C1orf141 and ADO-ZNF365-EGR2 are associated with susceptibility to Vogt-
Koyanagi-Harada disease in Japanese population

PLOS ONE e0233464

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 １．著者名  ４．巻
Sakono T、Meguro A、Takeuchi M、Yamane T、Teshigawara T、Kitaichi N、Horie Y、Namba K、Ohno S、
Nakao K、Sakamoto T、Sakai T、Nakano T、Keino H、Okada AA、Takeda A、Ito T、Mashimo H、Ohguro
N、Oono S、Enaida Hi、Okinami S、Horita N、Ota M、Mizuki N

15

10.1038/s41598-020-72962-z

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Vitreous levels of interleukin-35 as a prognostic factor in B-cell vitreoretinal lymphoma

Scientific Reports 15715

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 １．著者名  ４．巻
Takeda Atsunobu、Hasegawa Eiichi、Nakao Shintaro、Ishikawa Keijiro、Murakami Yusuke、Hisatomi
Toshio、Arima Mitsuru、Yawata Nobuyo、Oda Yoshinao、Kimura Kazuhiro、Yoshikawa Hiroshi、Sonoda
Koh-Hei

10



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

GOIW 2019（国際学会）

The 12th Joint Meeting of Chinese-Japanese-Korean ophthalmologists.（国際学会）

IOIS Congress 2019（国際学会）

IOIS Congress 2019（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Hasegawa E, Yamana S, Yawata N, Takeda A, Sonoda KH.

Hasegawa E, Yamana S, Yawata N, Takeda A, Sonoda KH.

Hasegawa E, Yamana S, Yawata N, Takeda A, Sonoda KH.

Yamana S, Hasegawa E, Takeda A, Yawata N, Sonoda KH.

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

Risk factors associated with persistent ocular inflammation in patients with Vogt-Koyanagi-Harada disease.

Outcomes of the treatment for refractory non-infectious uveitis with Adalimumab.

Effectiveness of treatment with Adalimumab in refractory non-infectious uveitis.

A case of adult T-cell leukemia presenting with scleritis.

 ３．学会等名

 ３．学会等名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第89回九州眼科学会

第53回日本眼炎症学会

第53回日本眼炎症学会

第53回日本眼炎症学会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

納富昭司, 武田篤信, 森賢一郎, 山口宗男, 石龍悠, 石川桂二郎, 向野利一郎, 久冨智朗, 園田康平

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

長谷川英一, 山名智志, 八幡信代, 武田篤信, 園田康平

山名智志, 長谷川英一, 八幡信代, 武田篤信, 園田康平

武田篤信, 長谷川英一, 柴田健輔, 石川桂二郎, 木村和博, 吉田茂生, 八幡信代, 吉川洋, 園田康平

 ４．発表年

ひきこもりに合併した2型糖尿病による増殖糖尿病網膜症の4例

強膜炎をきっかけに診断がついた成人T細胞性白血病の1例

フォークト- 小栁-原田病患者における慢性化に関する因子の検討

眼内悪性リンパ腫とT細胞関連制御性サイトカインの関与

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名



2019年

2019年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第56回日本眼炎症学会

第36回日本眼循環学会

第122回　日本眼科学会総会（招待講演）

フォーサム2018

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

岡村美砂子, 長谷川英一, 石川桂二郎, 八幡信代, 山名智志, 中尾新太郎, 疋田伸一, 武田篤信, 園田康平

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

森賢一郎, 武田篤信, 納富昭司, 有馬充, 石川桂二郎, 園田康平

内頸動脈ステント留置術後に血管新生緑内障が増悪した眼虚血症候群の1例

眼内液を用いた眼内悪性リンパ腫の診断 Diagnosis of intraocular lymphoma based on findings of the intraocular  fluids

眼内悪性リンパ腫診断における硝子体切除液セルブロックによる悪性細胞検出成績

武田　篤信

武田　篤信

九州大学におけるサイトメガロ角膜内皮炎に対するガンシクロビル点眼治療



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第46回日本臨床免疫学会総会

第56回六大学合同眼科研究会

第56回六大学合同眼科研究会

第56回六大学合同眼科研究会

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

武田　篤信

武田　篤信

武田　篤信

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

頸動脈ステント留置術後に増悪した眼虚血症候群の1例

眼内悪性リンパ腫とT細胞関連制御性サイトカインとの関連について

アダリムマブを使用した非感染症ぶどう膜炎の2例

九州大学病院におけるサイトメガロウイルス角膜内皮炎に関するガンシクロビル点眼治療

 １．発表者名

武田　篤信



2020年

2020年

2020年

〔図書〕　計5件

2020年

2

武田　篤信

 ２．出版社
医学書院

 １．著者名  ４．発行年

 ５．総ページ数

 ２．発表標題

 ３．書名
今日の治療指針 2020年版

The 59th Annual Meeting of Japanese Retina and Vitreous Society

第124回日本眼科学会総会（招待講演）

第73回日本臨床眼科学会（招待講演）

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

武田　篤信

武田　篤信

Takeda A, Hasegawa E, Nakao S, Ishikawa K, Murakami Y, Hisatomi T, Arima M, Yawata N, Oda Y, Kimura K, Yoshikawa H, Sonoda
KH.

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

眼炎症疾患の臨床検査診断の進歩について（PCR検査、病理学的診断など）

高齢者の網膜硝子体悪性リンパ腫

Vitreous levels of interleukin-35 as a prognostic factor in B-cell vitreoretinal lymphoma.



2018年

2018年

2019年

2020年

〔産業財産権〕

三輪書店

6

5

6

7

武田　篤信

武田　篤信

武田　篤信

武田篤信, 園田康平

 ２．出版社

 ２．出版社

 ２．出版社

 １．著者名

 １．著者名

 １．著者名

 １．著者名

 ４．発行年

 ４．発行年

 ４．発行年

 ４．発行年

両眼性に重篤な閉塞性網膜血管炎を発症した全身疾患

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数 ２．出版社

医学書院

先端医学社

メディカル葵出版

 ３．書名

 ３．書名

 ３．書名

 ３．書名

眼内悪性リンパ腫の診断と治療

ぶどう膜炎／切除組織～セルブロック法を用いた硝子体切除標本の診断～

眼内悪性リンパ腫の診断と治療
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